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はじめに 
人生には、困難で苦しい問題に直面する場面がしばしば

訪れる。問題がもたらすネガティブな気持ちをそのままにして

おくと、精神的な病気に発展し、最終的には悲劇的な結果を

引き起こすことにもなりかねない。 
厚生労働省の調査データによると、2019～2023年の日本

の自殺率は増加傾向にある（図1）。特にコロナウィルスによる

パンデミック以降、その状況は顕著である。日本だけでなく、

世界中で不安障害やうつ病を発症する事例が大幅に増加し

ている。この現状を踏まえ、ネガティブな気持ちが蓄積する前

に軽減できれば、こうした状況の改善に繋がるのではないか。

そこで、まちの中で癒しのスポットを設け、それをシェアするシ

ステムを構築することにより、状況の改善に繋げることができ

るのではないかと仮説を立てた。 

本研究は、癒しの要素を調査・分析する。そして、まとめた

ポイントをもとに、五感を通じてまちで応用可能な形で活用す

ることを目指す。いくつかのスポットを設置・接続し、誰もが利

用できるシェアシステムの構築を試みる。使用しやすく、身近

な「癒し」を提供することを目的とする。 

1．「癒し」について 
本研究における「癒し」とは、主にメンタル面で疲労やスト

レスを軽減し、リラックスできる状態になることとする。以下、五

感からの癒しについてまとめてみた。 

1.1．視覚 
視覚は、人間の感情に最も直接的に影響を与える感覚の

一つである。癒し空間のデザインにおいては、色、光、形、空

間レイアウトが、気持ちと健康に大きな影響をもたらす。自然

光と柔らかな色は心を落ち着かせ、リラックスさせる効果を持

っている。 

阿蘇北外輪山の麓に位置する熊本県・南小国町にある喫

茶「竹の熊」（図 2）は、美しい里山に囲まれた田園風景の中

にあり、目の前に広がる田園と繋がる大きな水庭がある。水

面に反射する光に照らされ、店内の景色は刻々と表情を変

えていき、訪れたひとに解放感を与えている。 

1.2．聴覚 
音は、気持ちやストレスの調整に効果がある。癒し空間で

は、落ち着いた雰囲気を作り出すために、ホワイトノイズや自

然音（流水、鳥のさえずり）などがよく使用される。 

タイのメガバンナのメインプラザにある「ストリームバレーウ

ォーク」は、水盤の通路があり、水で遊んだり、水上に吊り下

げられた椅子でリラックスしたりできる（図 3）。 
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図 2 視覚的な癒しの例（喫茶「竹の熊」） 

 
図１ 2019～2023 年の自殺者数の推移 
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1.3．触覚 
触覚のデザインは、空間内の材料、質感、家具の感覚体

験に焦点を当てている。温もりを感じられる材料、柔らかい家

具、自然な質感は、心身のリラックスと気持ちの安定を促進し、

快適で安全な環境を作り出すことに役立つ。 

「X-ZOO」スタジオが制作した椅子「36.5℃」（図 4）は、人

間の体の最も理想的な温度から名付けられた。弾力性のある

ひじとモフモフとした触感を通じて、他人からあたたかくハグ

される体験がコンセプトになっている。 

1.4．嗅覚 
嗅覚は、脳の感情中枢と結びつき、特定の香りは人をリラ

ックスさせ、穏やかな気持ちにする。例えば、ラベンダー、ペ

パーミント、ユーカリなどのエッセンシャルオイルは、ストレス

の緩和と気分の改善のため、空間でよく使用される。 

スイス・ニヨンにあって、エコロジックスタジオが制作した「エ

アバブル」は、空気を浄化する藻類と薬用植物を組み合わせ

た庭で、清浄な空気と香りによって、癒しを与えている（図 5）。 

1.5．味覚 
味覚は、美味しく健康的な食事を通して、幸福感を上げる

作用がある。 
例えば、デザートは脳内で「幸せホルモン」とも呼ばれるセ

ロトニンやドーパミンの分泌を促進する。これらの神経伝達物

質は、幸福感や快感をもたらし、ストレスを軽減する効果があ

る。 

2．アンケート 
2.1．癒しに関するアンケート 
人々の悩みと癒しについて実際にヒアリングするために、

2024 年 6 月～7 月にアンケート調査を実施した。主に対面イ

ンタビューとオンラインの二つの方法で答えを回収した。 

質問内容は、回答者の性別、年齢、癒しが欲しい頻度・瞬

間、そばにいてほしい人がいるか、具体的に「癒されると感じ

るモノ」について自由記述式で回答してもらった（図 6）。 

2.2．アンケートの結果 
調査対象は、20 代が 13 人、30 代 26 人、40 代 18 人、50

代 4 人、60 代 2 人。総計 63 人である。 

心の癒しがほしい瞬間がよくある人は 34 人、たまにほしい

人が 25 人、ほとんどない人は 4 人、ない人は 0 人だった。癒

しがほしい時に一人でいるほうが良い人は 52 人、誰かと一緒

にいるほうが良い人は 11 人であった（図 7）。 

上記のアンケートのデータにより、次の結論を得た。 
⑴ 癒しが欲しい人の割合は高い。  

図 4 触覚的な癒しの例（椅子「36.5℃」） 

図 5 嗅覚的な癒しの例（「エアバブル」） 

図 3 聴覚的な癒しの例（「ストリームバレーウォーク」） 

図 6 アンケート の調査内容 

図 7 調査結果 
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⑵ 癒しが欲しいとき、一人でいることを選ぶ人が多い。  

⑶「ペットと一緒に過ごす」、「横になって涼む」、「思いっき

り泣いて静かに振り返って考える」、「自分の世界に浸ってい

る時で静かな環境の状態で」などの回答があった（図 7）。こ

れより、人々が癒されるポイントはかなり異なり、一つの空間

に全部の人に対応する癒し空間を作ることは困難になること

が予想された。 

上記の結論を踏まえて、癒しのシェアシステムでは、自分

が必要とする癒しを選べることができる方法を模索していく。 

3．「常滑やきもの散歩道」調査 
愛知県知多半島の常滑市にあるやきもの散歩道は、中心

市街地の小高い丘にあり、特に人気の観光スポットである。

その環境の特徴を活かした癒しポイントを調査・分析した結

果を四つにまとめた。 

3.1.猫 
招き猫の生産地である常滑の街には、さまざまな猫のオブ

ジェ（図 8）があり、猫を飼っているお店も多く見られる。このよ

うに、常滑には多くの「猫要素」があり、その可愛い姿が人々

に癒しを提供している。 

3.2. まちとのインタラクション 
やきもの散歩道を歩いていると、インタラクティブなシーン

が現れ、次のシークエンスへの期待や興味が湧いてくる。 
たとえば、散歩道に隠された猫の家をテーマにした小さな

シーンが 6 つあり、見つけてもらえるのを待っている。また、

ふと思いがけない場所で小さなシーンを発見することもある

（図 9）。それは、人々にまちとのインタラクションを感じさせ、

次の場所を期待しながら探し続けるきっかけとなる。こうした

仕掛けは、一瞬の達成感や驚き、そして喜びを人々にもたら

す。 

 3.3. 植物 
散歩道の途中には植物や美しい庭が多くある。青空に映

える植物は心を落ち着かせる（図 10）。 
普段、鉄筋コンクリートの環境にいたことが多い。自然に囲

まれたこの環境は、人々が都会の喧騒から短時間でも離れら

れ、疲労を軽減し、心の平静を見つける。 
 
 
 

3.4.登り窯 
かつてのレンガ造りの登り窯（図 11）が保存されている。散

歩道を歩いていると、どこか懐かしい気持ちになる。それは

人々に過去の記憶を呼び起こし、安らぎのひとときを与えてく

れる。 

4．藤が丘駅周辺の調査 
愛知県名古屋市の藤が丘駅周辺のエリア（図 12）を選び、

まちの中で癒しを提供できる場所を探して分析した。以下、

その癒しポイントについて八つをまとめた。 

4.1．ブランコ 
ブランコに乗ることは、子どもにとって魅力的である。ブラン

コに乗ると、空を飛んでいるような感覚が得られ、自由な気持

ちになる。また、中国ではブランコのある公園が少なく、乗る

機会があまりなかったが、日本の公園で気軽に楽しむことが

できるようになった。 

4.2．遊んでいる子どもたち 
公園で遊ぶ子どもたちを見る（図 13）と、その楽しい雰囲気

に誘われて気分が良くなる。また、自分の子供の頃ののびの

びとした日々や良い思い出がよみがえり、懐かしい気持ちに

なる。 

図 12 調査範囲 

図 11 かつての登り窯 

図 8 さまざまな猫 

図 9 インタラクティブなシークエンス 

図 10 植物が多い庭 

図 13 遊んでいる子ども 
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4.3．植物 
植物は生命力を感じさせる。それに囲まれた環境（図 14）

では、鉄筋コンクリートの建物とは異なる温もりを感じることが

でき、ポジティブな感情を生み出す。 

4.4．カフェの窓側の席 
カフェはリラックスできる場所である。視線を遮る窓側の席

（図 15）は、プライバシーに配慮しているだけでなく、木々の

隙間やフィルムの模様越しに外の様子を自ら見ることができ

る。外を歩いている人などに注意が向き、悩んでいることをし

ばらく忘れられる。 

4.5．道で散歩する 
人が少ない静かな道を散歩する（図 15）と、気分転換がで

きる。周囲の景色や遠くの青空、吹く風に無意識に目を向け

ることで、心がリラックスする。 

4.6．イラストがある標識 
学校や公園の周辺にある大通りの交差点や藤が丘駅の表

示板では標識にイラストが使用されている（図 17）。文字よりイ

ラストのほうが面白く、温かみを感じられる。このような表現方

式は心理的な距離感を縮め、受け入れられやすい。また、一

般的な標識と比較して、人間味をより感じさせる。 

4.7．鮮やかな色 
日常では彩度の低い建物をよく目にするが、鮮やかな色を

使用した一戸建て（図 18）には特別感がある。子どもの頃に

読んだおとぎ話の絵本は鮮やかな色を使うことが多いので、

このような鮮やかな色を見ると、楽しいおとぎ話を思い出させ

る。 
 
 

4.8．街で発見される面白さ 
街では、住民たち自身が自分の楽しみのために、様々な

工夫をしている。それは、同時に他の人々にも楽しませてい

る。たとえば、変わった個性的な木、フェンスの上の風車と絵

が描いてあるマンションの壁。 

5．今後の計画 
⑴まちの中の癒しについての現地調査とアンケーとを継続

する。癒しを提供できるポイントをまとめ、分析する。  
⑵まちで、新たな治癒要素と環境の特徴を組み合わせた

シェアシステムの構築と運用方法を計画する。 
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図 15 カフェの窓の事例 

図 19 街で見られる楽しさの事例 

図 14 植物に囲まれた公園や緑地 

図 18 鮮やかな色を使用した一戸建 

図 16 人が少ない道 

図 17 イラストがある標識 


